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十
月
十
三
日
、
秋
晴
れ
の
も

と
自
然
の
恵
み
フ
ェ
ス
タ2024

と
同
時
に
オ
ー
プ
ン
食
堂
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
三

十
六
名
（
運
営
十
七
名
・
組
織

会
員
十
名
・
一
般
九
名
そ
の
内

初
参
加
二
名
）
で
し
た
。

コ
ロ
ナ
後
、
初
め
て
バ
ザ
ー

を
実
施
し
ま
し
た
。
無
農
薬
の

米
、
無
農
薬
の
プ
ル
ー
ン
、
ヤ

マ
ブ
ド
ウ
、
ク
ル
ミ
、
カ
ブ
、

サ
ツ
マ
イ
モ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な

ど
の
こ
だ
わ
り
の
農
作
物
や
、

自
身
で
焼
き
上
げ
た
陶
芸
品
が

出
品
さ
れ
ま
し
た
。
提
供
し
て

下
さ
い
ま
し
た
皆
様
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
バ
ザ
ー
の

売
上
金
は
能
登
半
島
地
震
や
そ

の
後
の
大
雨
災
害
な
ど
の
支
援

に
活
用
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
新
聞

紙
で
造
る
ゴ
ミ
袋
の
折
り
方
、

救
急
救
命
の
講
習
を
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
昨
今
の
自
然
災
害

や
緊
急
事
態
等
い
ざ
と
な
っ
た

と
き
に
活
用
で
き
る
ス
キ
ル
だ

と
思
い
ま
す
。
参
加
さ
れ
た
皆

さ
ん
は
忘
れ
な
い
で
下
さ
い
ね
。

ま
た
、
絵
画
、
絵
手
紙
、
書
、

ク
ラ
フ
ト
な
ど
の
展
示
が
あ
り

ま
し
た
。
特
に
裂
き
織
り
は
古

布
を
裂
い
て
横
糸
と
し
て
織
り
、

新
た
な
布
と
し
て
再
利
用
す
る

南
信
州
の
伝
統
技
法
で
す
。
他

に
も
古
着
を
仕
立
て
直
し
て
生

ま
れ
変
わ
っ
た
洋
服
等
も
展
示

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
リ
サ
イ
ク
ル
し
た
作
品
が
多

数
紹
介
で
き
る
の
も
自
然
の
恵

み
フ
ェ
ス
タ
の
特
徴
で
す
。

そ
し
て
午
後
は
大
講
堂
に
て

舞
台
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
ハ
ー

モ
ニ
カ
の
伴
奏
で
母
校
の
校
歌

の
紹
介
、
あ
ら
ゆ
る
動
物
が
手

袋
に
入
っ
て
暖
ま
る
と
い
う
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
民
話
「
て
ぶ
く
ろ
」

の
劇
、
手
品
等
を
披
露
し
て
下

さ
り
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
に

喜
ん
で
戴
き
ま
し
た
。

今
回
の
自
然
の
恵
み
フ
ェ
ス

タ
の
特
色
と
し
て
、
オ
ー
プ
ン

食
堂
を
同
時
に
開
催
し
た
こ
と

で
す
。
実
は
初
参
加
の
お
二
人

は
オ
ー
プ
ン
食
堂
を
目
当
て
に

参
加
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
炊

事
係
を
し
て
下
さ
っ
た
太
田
喜

榮
子
さ
ん
が
誘
っ
て
下
さ
っ
た

ご
近
所
の
方
は
「
興
味
が
あ
る
」

と
言
っ
て
来
て
下
さ
い
ま
し
た
。

普
及
誌
に
も
興
味
を
持
っ
て
下

さ
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
も

う
一
人
の
初
参
加
の
方
は
小
松

智
子
連
合
会
長
が
誘
っ
て
下
さ
っ

た
方
で
す
。
こ
の
方
は
松
本
市

内
で
毎
週
子
供
食
堂
を
開
催
し

て
い
て
、
小
松
会
長
が
オ
ー
プ

ン
食
堂
を
開
催
す
る
に
当
た
っ

て
ど
の
よ
う
に
行
え
ば
良
い
か

と
思
い
、
子
供
食
堂
に
見
学
に

行
か
れ
た
こ
と
で
ご
縁
が
で
き

た
そ
う
で
す
。
私
も
子
供
食
堂

の
こ
と
保
健
所
の
こ
と
な
ど
を

質
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
情
報
交

換
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

子
供
食
堂
と
生
長
の
家
オ
ー
プ

ン
食
堂
が
お
互
い
に
協
力
し
合
っ

て
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
望
み

ま
す
。

長
野
教
区
の
行
事
で
は
な
か

な
か
初
参
加
の
方
が
増
え
て
い

な
い
の
が
現
状
で
す
。
今
回
の

自
然
の
恵
み
フ
ェ
ス
タ
で
お
二

人
の
初
参
加
者
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

推
進
し
て
下
さ
い
ま
し
た
皆
様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
他

に
も
誘
っ
て
下
さ
っ
た
け
れ
ど

も
、
何
ら
か
の
事
情
で
参
加
で

き
な
か
っ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
ず
は

「
自
然
の
恵
み
フ
ェ
ス
タ
は
楽

し
い
よ
」
「
生
長
の
家
オ
ー
プ

ン
食
堂
で
一
緒
に
ご
飯
を
食
べ

な
い
？
」
と
家
族
や
お
友
達
に

声
を
か
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
他

に
も
ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト
に
誘
っ
て

み
て
下
さ
い
。
「
宗
教
の
お
話
」

だ
と
遠
慮
さ
れ
る
人
で
も
「
楽

し
そ
う
」
と
言
っ
て
参
加
さ
れ

る
人
は
い
ま
す
。

自
然
の
恵
み
フ
ェ
ス
タ
、
生

長
の
家
オ
ー
プ
ン
食
堂
、
ミ
ニ

イ
ベ
ン
ト
は
単
に
楽
し
い
だ
け

の
行
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
神
・

自
然
・
人
間
が
調
和
す
る
た
め

の
生
活
法
を
実
践
す
る
こ
と
と
、

地
球
社
会
へ
の
貢
献
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
神
様
の
愛

を
表
現
す
る
こ
と
に
繋
が
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
開

催
し
て
い
き
ま
す
。
是
非
と
も

皆
さ
ん
、
多
く
の
方
々
を
誘
っ

て
参
加
し
て
下
さ
い
。
ま
た
自

ら
も
開
催
者
と
な
り
ま
し
ょ
う
。
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去
る
九
月
二
十
一
日
（
土
）
、

教
化
部
で
信
濃
一
日
見
真
会
が

開
催
さ
れ
、
二
十
七
名
の
方
が

ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
、
喜
び
の
感
想
を
こ
こ
に

一
部
掲
載
致
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
久
し
ぶ

り
に
人
の
集
ま
れ
る
練
成
会
に

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
て
、
や

は
り
人
と
の
面
と
む
か
っ
て
の

ふ
れ
あ
い
は
嬉
し
く
大
切
な
こ

と
だ
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

改
め
て
、
神
様
と
の
世
界
を

心
に
き
ざ
み
、
守
ら
れ
支
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
、
一
日
見
真

会
で
の
講
話
を
拝
聴
す
る
こ
と

で
し
っ
か
り
心
に
き
ざ
み
こ
ま

れ
る
と
思
い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
で
の
参
加
も
そ
れ
な

り
に
い
い
事
も
あ
る
で
し
ょ
う

が
、
で
き
た
ら
教
化
部
の
参
加

は
よ
り
意
義
が
深
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
動
け
る
こ
と
に
感
謝

し
て
、
足
を
運
び
た
い
と
思
い

ま
す
。
生
長
の
家
の
教
え
を
支

え
に
し
て
い
く
生
活
態
度
を
、

き
ち
ん
と
し
て
実
行
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
わ
が
家
に

き
て
下
さ
る
人
（
ダ
ス
キ
ン
、

ヤ
ク
ル
ト
の
お
ば
さ
ん
他
）
に

普
及
誌
を
手
渡
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
続
け
ら
れ
る
よ

う
に
し
た
い
で
す
。

(

塚
原

静
子)

教
化
部
へ
来
た
だ
け
で
、
心

が
洗
わ
れ
る
様
な
気
が
し
ま
す
。

毎
日
、
息
子
夫
婦
と
孫
二
人
の

生
活
が
平
凡
に
過
ぎ
て
い
き
ま

す
。
嫁
さ
ん
の
勤
務
の
都
合
で
、

六
人
分
の
食
事
を
作
っ
て
い
ま

す
。
大
変
な
事
も
多
い
で
す
が
、

皆
が
喜
ん
で
食
べ
る
の
で
、
頑

張
っ
て
作
り
ま
す
。

日
時
計
主
義
の
生
活
で
過
ご

し
て
い
き
ま
す
。

生
長
の
家
の
教
え
は
す
ば
ら

し
い
で
す
。

【
決
意
】
し
か
め
っ
面
を
な
く

し
、
笑
顔
、
笑
顔
で
過
ご
し
ま

す
。

(

Ｓ
・
Ｓ)

感
謝

私
の
希
望
を
叶
え
て
頂
き
、

生
長
の
家
の
大
神
様
に
感
謝
致

し
ま
す
。
御
礼
の
つ
も
り
の
ピ

ア
ノ
伴
奏
で
し
た
。

【
決
意
】
こ
れ
か
ら
も
聖
歌
の

伴
奏
が
出
来
る
と
良
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

(

Ｈ
・
Ｙ)

今
回
も
先
祖
供
養
祭
見
真
会

に
参
加
で
き
ま
し
た
。
感
謝
致

し
ま
す
。
私
の
妹
も
司
会
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
皆
様
に
会

え
て
話
が
で
き
ま
し
た
。

先
祖
供
養
祭
の
物
故
者
の
霊

牌
を
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

私
の
先
祖
な
ど
に
も
供
養
に
な

り
感
謝
し
ま
す
。

先
祖
供
養
は
大
切
で
す
。
毎

日
私
も
神
仏
に
祈
り
続
け
た
い

で
す
。

(

小
野

寛
煕)

久
方
振
り
の
教
化
部
で
の
行

事
に
参
加
出
来
て
、
と
っ
て
も

嬉
し
く
喜
び
一
杯
の
一
日
を
過

す
事
が
出
来
ま
し
た
。
又
皆
様

の
前
で
、
な
つ
か
し
い
思
い
出

話
が
出
来
た
事
も
有
難
く
思
い

ま
し
た
。

改
め
て
、
生
長
の
家
を
知
り
、

人
生
の
全
て
が
導
か
れ
て
今
が

あ
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
感

謝
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

(

Ｔ
・
Ｉ)

や
は
り
練
成
会
は
、
大
変
素
晴

ら
し
い
で
す
。

今
回
は
、
ご
先
祖
様
に
感
謝

す
る
見
真
会
と
い
う
事
で
、

「
ご
先
祖
供
養
の
意
義
」
を
ご

指
導
頂
き
ま
し
た
。
形
式
に
と

ら
わ
れ
ず
、
感
謝
の
心
で
供
養

す
る
こ
と
。
上
か
ら
目
線
で
行

わ
な
い
こ
と
。
儀
礼
的
に
な
ら

な
い
こ
と
。

(

鎌

絹
代)

信濃一日見真会
～天の恵みに感謝する見真会～

１１月１７日（日）10:00～15:30

見真会の主な内容
「生長の家信徒行持要目」

感謝誦行・笑いの練習・体験談

献労・手記記載

☆霊牌は前月の末日までにお届けください。

信
濃
一
日
見
真
会

喜
び
の
声
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十
月
十
三
日
、
秋
晴
れ
の
も
と
「
自

然
の
恵
み
フ
ェ
ス
タ20

2
4

」
と
「
オ
ー

プ
ン
食
堂
」
が
同
時
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
オ
ー
プ
ン
食
堂
」
は
ノ
ー
ミ
ー
ト
ラ

ン
チ
「
自
然
の
恵
み
フ
ェ
ス
タ
」
は
野

菜
果
物
、
ク
ラ
フ
ト
、
手
作
り
陶
器
な

ど
の
バ
ザ
ー
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
ス

テ
ー
ジ
発
表
な
ど
が
あ
り
、
皆
様
の
ご

協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
大
盛
会
と
な
り

ま
し
た
こ
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
バ
ザ
ー
提
供
者
の
皆
様
そ
し
て
、
展

示
出
品
者
の
皆
様
、
素
晴
ら
し
い
作
品

を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

地方講師研修会〔ネットフォーラム〕

１１月２４日（日）13時～15時
ご指導 野沢貴広教化部長

会 場 長野県教化部

※詳細は、地方講師会報「ひまわり」を

ご覧下さい。

谷
口
雅
春
大
聖
師
御
生
誕
記
念
式
典

11
月

22
日
（
金
）

10
時
～
11
時
半
頃

於

生
長
の
家
総
本
山

出
龍
宮
顕
齋
殿

◆
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
か
ら
ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
ま
す
。

総
裁

谷
口
雅
宜
先
生
の
お
言
葉
も
配
信
さ
れ
ま
す
。

☆
ご
自
宅
で
視
聴
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
教
化
部
で
も
ス
ク
リ
ー
ン
で
視
聴
で
き
ま
す
。

栗・梨 小松 智子
お菓子 1 箱 猪俣知恵子
お菓子 1 箱 江川日出美

（敬称略）
９月秋季慰霊祭・先祖供養祭
鈴木 厚子 大和 光男
本山 茂子 栗林 邦子
折橋 政市 石井希世子
平谷美佐子 小澤 俊治

（敬称略）

１０月先祖供養祭
手塚香おる 平谷美佐子
折橋 政市 斉藤 洋子
渡邉 正明 石井希世子
小澤 俊治 栗林 邦子

（敬称略）

奉 納 御 礼

自
然
の
恵
み
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
４

オ
ー
プ
ン
食
堂

『
鏡
餅
お
供
申
込
書
』
を

教
化
部
に
ご
提
出
く
だ
さ

い
。申

込
書
は
宝
蔵
神
社
に

奉
安
さ
れ
、
聖
経
・
讃
歌

の
連
続
読
誦
の
内
に
、
申

込
者
が
祝
福
讃
嘆
さ
れ
ま

す
。

申
込
〆
切
12
月
19
日
（
木
）

聖
使
命･

霊
宮
聖
使
命
の

報
告
書
・
集
計
表

は
毎
月
15
日
迄
に

ご
提
出
を

聖
使
命･

霊
宮
聖
使
命

11
月
分
引
き
落
と
し
日
は
11
月
25
日
（
月
）

12
月
分
引
き
落
と
し
日
は
12
月
20
日
（
金
）

と
な
り
ま
す
。

↑AED（ダミー）を使った救急救命の実演

↑個性あふれる作品展示

健
康
体
操
で
イ
キ
イ
キ
元
気
！
↑
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30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 ９８７６ ５４ ３２１日

土 金 木 水 火 月 日 土 金木水 火月日 土 金木水火月日 土金木水 火月日土金曜

10
時
半

普
及
誌
Ｎ
Ｆ

13
時
半

聖
歌
の
つ
ど
い 休

館
日

10
時(

白)

地
区
対
策
部
長
会
議

13
時(

講)

研
修
会

19
時(

相)

拡
大
役
員
会
議

【
勤
労
感
謝
の
日
】

休
館
日

10
時
谷
口
雅
春
大
聖
師
御
生
誕
記
念
式
典
〔
総
本
山
〕

休
館
日

代
表
者
会
議
〔
森
の
中
の
オ
フ
ィ
ス
〕

10
時

信
濃
一
日
見
真
会

先
祖
供
養
祭
・
浄
心
行

13
時

親
と
子
の
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

休
館
日

13
時
半

青
少
年
育
成
運
営
企
画
会
議

10
時(

講)

正
副
会
議

13
時(

白)

正
副
会
議

オ
ー
プ
ン
食
堂
〔
南
信
地
区
〕 19時(

相)

顧
問
会
議
休
館
日

10
時

職
員
会
議

16
時(

栄)

役
員
会

【
振
替
休
日
】

休
館
日

【
文
化
の
日
】

休
館
日

14
時

五
者
会
議

13
時
半

聖
使
命
会
感
謝
奉
納
祭
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
研
修
版

11

月

行

事

予

定

スマートフォンから入れます。

神想観 聖経読誦

２日(土) 塚原 好男 長谷尾美眞貴

３日(日) 小澤 俊治 小椋 博子

９日(土) 教化部長 小口 壽子

１０日(日) 小松 智子 北原かおり

１６日(土) 小松 一教 鈴木 厚子

１７日(日) 教化部長 等々力美保

２３日(土) 大和 光男 斉藤 洋子

２４日(日) 栗林 邦子 太田喜榮子

３０日(土) 小松 一教 山下 俊幸

※開催時間は６時からです

ラインで配信しています。参加希望の方は教

化部までご連絡下さい。

教化部早朝行事 (オンライン）

聖経読誦：『聖使命菩薩讃偈』
『人類同胞大調和六章経』

『大自然讃歌』『日々読誦三十章経』

･

人
型
は
、
図
の
よ
う
に
、

「
な
ま
え
」
「
と
し
」
を
書
き
、

全
身
を
な
で
て
く
だ
さ
い
。

・
全
身
を
な
で
た
人
型
に
息
を

吹
き
か
け
て
、
ご
本
人
の
霊
波

を
移
し
ま
す
。

・
そ
の
あ
と
人
型
は
清
浄
な
場

所
に
保
管
し
、
教
化
部
あ
る
い

は
、
お
世
話
さ
れ
る
方
に
お
渡

し
く
だ
さ
い
。

・
人
型
は
一
人
に
つ
き
同
じ

も
の
を
二
枚
書
い
て
下
さ
い
。

二
枚
の
う
ち
一
枚
は
、
生
長

の
家
総
本
山
・
龍
宮
住
吉
本

宮
、
も
う
一
枚
は
教
化
部
で

執
り
行
わ
れ
る
大
祓
用
で
す
。

・
奉
納
金
一
人(

二
枚)

三
百
円

・｢

大
祓
人
型｣

は
教
化
部
、
又

は
地
元
相
愛
会･

白
鳩
会･

青

年
会
に
あ
り
ま
す
。

※
申
込
〆
切

12
月
19
日(

木)

12
月
21
日(

土)

大
晦
大
祓
式
が

執
り
行
わ
れ
ま
す
。
ご
一
緒
に

聖
経
を
お
誦
げ
下
さ
い
。

大
祓
人
型
の
す
す
め


